
(1) 第80号 令和５年９月１日拓北・あいの里

お
い
て
委
任
状
を
含
む
44
町
内

会
の
代
表
と
役
員
の
計
61
名
の

出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
長
尾
会
長
の
挨
拶
で

遠
い
会
場
ま
で
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
事
情
と

単
位
町
内
会
助
成
金
の
増
額
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
に
拓
北
パ
レ

ス
町
内
会
長
の
下
舘
繁
良
氏
を

選
任
し
て
審
議
に
移
り
、
前
年

度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監

査
報
告
及
び
本
年
度
事
業
計
画

案
・
予
算
案
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
か
ら
町
内
会

保
険
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
田
中

所
長
か
ら
、
市
で
一
括
し
て
町

内
会
活
動
に
関
す
る
保
険
加
入

を
検
討
し
て
い
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

総
会
の
後
、
午
後
５
時
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
前
の
令
和

元
年
度
ま
で
は
拓
北
・
あ
い
の

里
地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

て
い
た
連
合
町
内
会
の
総
会
・

交
流
会
が
、
初
め
て
ホ
テ
ル
を

会
場
に
し
て
５
月
20
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
の
連
休
明
け
に
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
症
分
類
が
第
五
類

に
変
更
さ
れ
た
と
は
い
え
、
４

年
ぶ
り
の
交
流
会
と
併
せ
、
当

初
、
百
名
近
い
出
席
者
を
想
定

し
た
上
で
、
感
染
対
策
の
徹
底

を
検
討
し
た
結
果
で
し
た
。

総
会
は
午
後
４
時
か
ら
ガ

ト
ー
キ
ン
グ
ダ
ム
サ
ッ
ポ
ロ
に

広　報

題字　伊　藤　　　昭

長尾連町会長の挨拶

え
ら
れ
た
の
も
「
51
町
内
会
地

域
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
」
。

未
だ
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
あ

り
ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
日

常
の
生
活
に
戻
り
ま
す
よ
う

に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴

き
、
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

役
員
一
同
安
全
安
心
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
努
力
を
続
け
て

参
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

取
り
組
み
た
い
地
域
の
課
題

①

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
対
策

と
し
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
。

②

気
象
予
報
士
・
防
災
士
の

菅
井
貴
子
氏
に
よ
る
防
災
講
演

会
を
開
催
す
る
。(

10
月
15
日)

③

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
地

域
で
の
見
守
り
の
重
要
性
が
増

す
な
か
、
よ
り
一
層
の
行
政
や

民
児
協
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化

拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
の
小

学
校
の
「
学
校
だ
よ
り
」
で

「
あ
な
た
の
お
か
げ
で
・
・
」

と
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
声

を
か
け
ら
れ
る
１
年
に
し
た

い
、
と
の
記
事
を
読
み
、
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。

私
た
ち
、
連
合
町
内
会
も
新

体
制
で
何
と
か
１
年
が
無
事
に

過
ぎ
、
折
り
返
し
の
２
年
目
を
迎

す
る
。

④

地
域
の
安
全
対
策
、
環
境

整
備
、
除
雪
問
題
等
の
課
題
解

決
に
取
り
組
み
、
行
政
や
関
係

団
体
と
の
連
携
に
努
め
る
。

⑤

地
域
の
各
種
団
体
と
の
交

流
を
図
り
、
活
動
内
容
を
把
握

す
る
と
と
も
に
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

そ
し
て
「
皆
さ
ま
の
お
か
げ

で
す
」
と
い
う
言
葉
を
た
く
さ

ん
言
え
る
１
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
。

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
町
関
係
者
に
加
え
、
佐
々

木
北
区
長
、
石
井
市
民
部
長
、

田
中
新
ま
ち
セ
ン
所
長
、
西
村

前
ま
ち
セ
ン
所
長
、
吉
野
地
区

セ
ン
タ
ー
館
長
、
地
区
の
12
団

体
代
表
の
計
62
名
の
方
々
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

宴
の
中
で
は
佐
々
木
北
区

長
、
石
井
市
民
部
長
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
団

体
代
表
か
ら
活
動
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
交
流
会
の
２
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
午
後

７
時
、
経
済
観
光
局
商
業
・
経

営
支
援
課
長
に
異
動
さ
れ
た
西

村
前
ま
ち
セ
ン
所
長
の
乾
杯
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す

拓
北･

あ
い
の
里
連
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内
会
会
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由
紀
子

令
和
五
年
度

総
会
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び
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会
の
開
催



第80号 (2)令和５年９月１日 拓北・あいの里

令
和
５
年
度
各
部
事
業
計
画

１
．
基
本
方
針

  

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
フ

レ
ー
ズ「
人
と
緑
が
調
和
す
る
や

さ
し
く

支
え
合
う
ま
ち

拓

北
・
あ
い
の
里
」
の
熟
成
を
め
ざ

し
た
活
動
を
推
進
す
る
。

①
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
る
。
②
各
町
内
会
・
自
治
会

と
の
情
報
交
流
に
努
め
る
。
③
地

域
諸
団
体
と
の
連
携
を
保
ち
、

行
事
等
に
も
協
力
す
る
よ
う
努

め
る
。
④
北
区
土
木
セ
ン
タ
ー
・

除
雪
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
密
に

し
、
適
時
適
切
な
除
排
雪
の
実

施
に
努
め
る
。
⑤
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
は
、
地
域
の
諸
課
題
の
把

握
に
努
め
、
関
係
機
関
等
と
の

連
携
を
図
っ
て
解
決
に
努
め
る
。

２
．
各
部
事
業
計
画
の
概
要

総
務
部

①
会
議
等
の
企
画
運

営
に
あ
た
り
各
部
と
の
連
絡
調

整
を
図
り
、
諸
事
業
の
推
進
に

努
め
る
。
②
各
町
内
会
と
連
携

を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
る
。
③
町
内
会
長
一

泊
研
修
会
・
単
位
町
内
会
長
会

議
の
充
実
に
努
め
る
。（
一
泊
研

修
は
中
止
）
④
地
域
の
諸
課
題

を
把
握
し
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
・
各
町
内
会
な
ど
と
連
携
し
て

そ
の
解
決
に
努
め
る
。

会
計
部

①
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
予
算
の
適
切
で
厳
正
な
執

行
と
管
理
に
努
め
る
。

広
報
部  

①
広
報
誌
「
拓
北
・
あ

い
の
里
」
を
年
２
回
フ
ル
カ
ラ
ー

で
発
行
し
、
地
域
情
報
の
提
供
に

努
め
る
。

社
会
部  

①
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
く
参
加
で
き
る
体

育
的
行
事
を
実
施
し
、
健
康
の

保
持
・
増
進
に
努
め
る
。「
み
ん

な
で
歩
こ
う
会
」
を
企
画
・
実
施

す
る
。
②
国
・
道
・
市
等
の
各
種

機
関
・
団
体
が
実
施
す
る
社
会

部
に
関
連
す
る
事
業
の
情
報
収

集
に
努
め
る
。「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
等
の
社
会
部
に
関

連
す
る
事
業
の
全
国
的
・
全
道

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報

収
集
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
参

加
を
検
討
す
る
。

福
祉
部  

①
拓
北
・
あ
い
の
里
社

会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を
保

ち
、
諸
事
業
の
推
進
に
努
め
る
。

②
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
支
援
・
協
力
を
図
る
。

環
境
部  

①
ご
み
の
減
量
推
進
に

努
め
る
。
市
と
ク
リ
ー
ン
さ
っ
ぽ

ろ
衛
生
推
進
協
議
会
と
連
携
し

啓
蒙
活
動
を
行
う
。
②
環
境
美

化
推
進
（
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

浄
化
）に
努
め
る
。
③
ク
リ
ー
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
出
前
講
座
）の

実
施
。
ミ
エ
ー
ル
号
（
ス
ケ
ル
ト

ン
型
ご
み
収
集
車
）の
展
示
。
④

地
区
樹
林
維
持
計
画
の
推
進
に

努
め
る
。

防
災
部  

①
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
防

災
訓
練
に
伴
う
助
成
を
行
う
。

②
防
災
通
信
を
発
行
す
る
。
③

防
災
組
織
未
結
成
町
内
会
に
対

す
る
防
災
組
織
結
成
支
援
を
行

う
。
④
防
災
講
演
会
を
開
催
す

る
。

防
犯
部  

①
連
合
町
内
会
防
犯

部
会
の
定
期
的
な
開
催
を
進
め

る
。
②
拓
北
・
あ
い
の
里
防
犯
ひ

ま
わ
り
隊
と
の
協
力
連
携
に
努

め
る
。
③
犯
罪
発
生
状
況
の
情

報
収
集
と
地
域
住
民
へ
の
防
犯

啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。

交
通
部  

①
関
係
諸
団
体
と
交

流
を
図
り
街
頭
啓
発
を
実
施

し
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

安
全
確
保
に
努
め
る
。
②
各
町

内
会
に
交
通
安
全
旗
を
配
布

し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に

努
め
る
。

女
性
部  

①
各
種
検
診
や
研
修

会
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
健

康
管
理
と
疾
病
予
防
に
努
め

る
。
②
他
地
域
と
の
相
互
交
流

及
び
地
域
の
関
係
諸
団
体
行
事

へ
の
参
加
と
協
力
に
努
め
る
。

５
月
20
日(
土)

、
連
合
町
内

会
総
会
終
了
後
に
、
佐
々
木
北

区
長
ご
臨
席
の
も
と
、
長
き
に

わ
た
っ
て
町
内
会
の
役
員
を
務

め
ら
れ
、
地
域
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
方
々
の
功
労
を
讃
え
、

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
該
当
者
は
７
名
。

そ
れ
ぞ
れ
佐
々
木
北
区
長
・
長

尾
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
新
田
義
廣
氏
が
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
、
全
員
で
記
念
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
通

り
で
す
。

◇
市
長
表
彰

新
田

義
廣

氏

◇
区
長
表
彰

三
浦

政
利

氏

勝
毛

孝
志

氏

◇
連
町
会
長
表
彰

下
舘

繁
良

氏

武
田
喜
市
郎

氏

本
間

哲
也

氏

佐
藤

信
幸

氏

北区長による表彰状授与

受賞者全員で記念撮影

永
年
勤
続
者
表
彰

町
内
会
会
長
７
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た



(3) 第80号 令和５年９月１日拓北・あいの里

科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

前 年 度 繰 越 金 3,096,244 3,483,637 387,393

会　　　　　　費 1,529,190 1,518,920 △ 10,270 51町内会

助 成 金 ・ 交 付 金 4,126,260 5,855,920 1,729,660

連合町内会助成金 1,266,300 1,492,080 225,780 均等割、世帯割

単位町内会助成金 2,497,190 4,003,840 1,506,650 基準割、世帯割

特別事業助成金 249,990 250,000 10 まちづくり活動（広報・防災・雪中運動会）ほか

日 赤 等 助 成 金 112,780 110,000 △ 2,780 日赤、健康を守る集い活動費ほか

雑　　 収 　　入 95,333 107,523 12,190

広 　  告  　 料 80,000 100,000 20,000 広報誌広告協賛金

そ 　  の  　 他 15,333 7,523 △ 7,810 預金利息ほか

収 　 入 　 合 　 計 8,847,027 10,966,000 2,118,973

令和５年度　一般会計予算書

【収入の部】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円)

科　　目 前年度決算額 本年度予算額 増 　 減 摘　　　　　要

会 議 費 132,078 200,000 67,922 市、区、外部団体、諸会議費ほか

事 務 管 理 費 417,856 310,000 △ 107,856 封筒、切手、用紙、事務用品、トナー代ほか

渉 外 費 242,027 400,000 157,973 各種団体総会、行事、会議ほか

事 業 費 1,526,310 2,250,000 723,690

役 員 活 動 費 290,000 300,000 10,000 連町役員活動費

総 務 部 活 動 費 75,145 400,000 324,855 総会、交流会、一泊研修、総務部活動費ほか

環 境 部 活 動 費 18,038 70,000 51,962 クリーンさっぽろ研修会、樹木検討委員会活動ほか

防 犯 部 活 動 費 126,995 30,000 △ 96,995 防犯活動ほか

防 災 部 活 動 費 105,100 300,000 194,900 防災訓練、連町防災講習会、研修会ほか

交 通 部 活 動 費 166,788 170,000 3,212 交通安全活動、安全旗作成と配布ほか

社 会 部 活 動 費 1,700 40,000 38,300 みんなで歩こう会開催費ほか

福 祉 部 活 動 費 58,488 40,000 △ 18,488 福祉活動ほか

広 報 部 活 動 費 633,765 720,000 86,235 広報誌年２回発行ほか

女 性 部 活 動 費 50,291 180,000 129,709 健康を守るつどい、北区連協、各種研修会参加ほか

まちづくり等　対策費 0 50,000 50,000 まちづくり活動費ほか

慶 弔 費 10,000 100,000 90,000

助 成 金 ・ 協 賛 金 400,000 520,000 120,000 地域諸団体助成金・協賛金ほか

単位町内会助成金 2,497,190 4,003,840 1,506,650 基準割、世帯割

負 担 金 135,422 200,000 64,578 北区社協、防火委員会、防犯協会、道町連年会費ほか

雑 費 2,507 3,160 653 振込手数料ほか

予 備 費 0 2,929,000 2,929,000

支 出 合 計 5,363,390 10,966,000 5,602,610

次 期 繰 越 金 3,483,637 0

総 計 8,847,027 10,966,000 2,118,973

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：円)

自　令和５年４月１日
至　令和６年３月31日
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顧　
　
　

問　
　

伊
藤　
　

昭
（
興
産
社
）

　
　

〃　
　
　
　

松
井

正
彦
（
あ
い
の
里
東
公
園
）

相

談

役　
　

近
藤

幸
一
（
ひ
ま
わ
り
団
地
南
）

会　
　
　

長　
　

長
尾
由
紀
子
（
あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ
）

副

会

長　
　

大
坂　
　

登
（
ひ
ま
わ
り
団
地
中
央
）

　
　

〃　
　
　
　

渡
邉　
　

寛
（
あ
い
の
里
４
条
５
丁
目
）

総
務
部
長　
　

柴
田　
　

登
（
あ
い
の
里
２
条
４
丁
目
）

総
務
担
当
部
長   

佐
藤

信
幸
（
あ
い
の
里
３
条
10
丁
目)

会
計
部
長　
　

佐
藤　
　

清
（
あ
い
の
里
３
条
７
丁
目
）

広
報
部
長　
　

三
谷

英
男
（
ひ
ま
わ
り
団
地
西
）

社
会
部
長　
　

五
十
嵐
淳
一
（
あ
い
の
里
エ
ス
パ
シ
オ
）

福
祉
部
長　
　

下
舘

繁
良
（
拓
北
パ
レ
ス
）

環
境
部
長　
　

木
村　
　

聡
（
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ａ
ス
テ
ー
ジ
）

防
災
部
長　
　

新
田

義
廣
（
拓
北
１
条
）

防
犯
部
長　
　

小
野

爵
冝
（
あ
い
の
里
１
条
３
丁
目
）

交
通
部
長　
　

中
辻　
　

博
（
あ
い
の
里
東
公
園
）

女
性
部
長　
　

梅
木

輝
子
（
ひ
ま
わ
り
団
地
東
）

女
性
部
副
部
長　
　

住
友

節
子
（
あ
い
の
里
２
条
３
丁
目
）

　
　

〃　
　
　
　

米
山

房
子
（
あ
い
の
里
４
条
６
丁
目
）

女
性
部
部
員　
　

石
塚
カ
ズ
子
（
ひ
ま
わ
り
団
地
西
）

　
　

〃　
　
　
　

水
田

祐
子
（
あ
い
の
里
中
央
）

監　
　
　

事　
　

鈴
木
日
出
夫
（
あ
い
の
里
４
条
２
丁
目
）

　
　

〃　
　
　
　

菊
池

健
一
（
興
産
社
）

拓
北･

あ
い
の
里
連
合
町
内
会
役
員

坂
東

忠
幸　
　
　

本
村
第
二

木
村　
　

哲

新

こ
ぶ
し

新
田

義
廣　
　
　

拓
北
１
条　
　
　
　
　
　

防
災
部
長

金
森

大
介

新

拓
北
ミ
ズ
ナ
ラ

永
田

隆
一　
　
　

グ
リ
ン
ピ
ア
篠
路
北
団
地

下
舘

繁
良　
　
　

拓
北
パ
レ
ス　
　
　
　
　

福
祉
部
長

武
田
喜
市
郎　
　
　

拓
北
大
野
地

三
浦

政
利　
　
　

拓
北
ナ
ナ
カ
マ
ド

真
鍋

俊
彦　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
東

三
谷

英
男　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
西　
　
　

広
報
部
長

大
坂　
　

登　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
中
央　
　
　

副
会
長

白
戸

範
洋　
　
　

ひ
ま
わ
り
団
地
南

前
田

繁
博

新

ひ
ま
わ
り
団
地
北

菊
池

健
一　
　
　

興
産
社　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
事

安
藤

昭
一　
　
　

拓
北
は
ま
な
す

会
長
代
行

渡
部

晃
暢

新

市
営
住
宅
拓
北
団
地

後
藤

秋
正　
　
　

あ
い
の
里
す
ぎ
の
こ　
　
　
　

阿
部

博
孝

新

あ
い
の
里
ピ
ア
プ
レ
イ
ス

川
崎
奈
都
子

新

あ
い
の
里
１
条
３
丁
目

長
岡

正
一　
　
　

あ
い
の
里
１
条
４
丁
目　
　
　

川
口

将
晃

新

あ
い
の
里
２
条
２
丁
目

北
川

敏
昭

新

あ
い
の
里
２
条
３
丁
目

柴
田　
　

登　
　
　

あ
い
の
里
２
条
４
丁
目

総
務
部
長

加
藤　
　

隆

新

あ
い
の
里
３
条
２
丁
目

高
崎

正
則　
　
　

あ
い
の
里
３
条
３
丁
目　
　
　

横
井

寿
郎　
　
　

あ
い
の
里
西

阿
部

友
紀

新

あ
い
の
里
３
条
４
丁
目

鈴
木
日
出
夫　
　
　

あ
い
の
里
４
条
２
丁
目　
　
　

監
事

畠
山

勝
美

新

あ
い
の
里
４
条
３
丁
目

伊
澤

道
泰

新

あ
い
の
里
４
条
４
丁
目

藤
井

弘
志　
　
　

山
口　
　
　
　
　
　

小
塚

耕
平　
　
　

あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ　
　
　
　

加
藤

一
義

新

コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里

中
野

正
治

新

コ
ロ
ナ
ー
ド
あ
い
の
里
Ⅱ

木
村　
　

聡　
　
　
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ａ
ス
テ
ー
ジ

環
境
部
長

本
間

哲
也　
　
　
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
あ
い
の
里
Ｂ
ス
テ
ー
ジ

五
十
嵐
淳
一　
　
　

あ
い
の
里
エ
ス
パ
シ
オ　
　
　
　
　
　

社
会
部
長

宮
村

智
高

新

あ
い
の
里
３
条
５
丁
目

渡
邉　
　

寛　
　
　

あ
い
の
里
４
条
５
丁
目　
　
　
　
　
　
　

副
会
長

岩
崎

元
光　
　
　

あ
い
の
里
４
条
６
丁
目

相
良

陽
子　
　
　

中
銀
あ
い
の
里

為
安

圭
介

新

あ
い
の
里
２
条
５
丁
目

赤
石

侑
平

新

あ
い
の
里
３
―
６
ハ
ー
モ
ネ
ー
ト
タ
ウ
ン

斉
藤
和
歌
子　
　
　

あ
い
の
里
１
条
７
丁
目

中
山

宏
二　
　
　

あ
い
の
里
中
央

勝
毛

孝
志　
　
　

あ
い
の
里
東

中
辻　
　

博

新

あ
い
の
里
東
公
園　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
部
長

佐
藤

信
幸　
　
　

あ
い
の
里
３
条
10
丁
目　
　
　
　

総
務
担
当
部
長

高
岡

尚
司　
　
　

福
移

増
田　
　

弘　
　
　

南
あ
い
の
里

佐
藤　
　

清　
　
　

あ
い
の
里
３
条
７
丁
目　
　
　
　
　
　

会
計
部
長

○
は
ブ
ロ
ッ
ク
名
で
す

（
令
和
５
年
７
月
１
日
現
在
）

令
和
５
年
度

①②③

④⑤

拓
北･

あ
い
の
里
地
区
単
位
町
内
会
長
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去
る
７
月
１
日
（
土
）
に
昨

年
度
の
伐
採
箇
所
の
確
認
と
今

年
度
の
伐
採
箇
所
に
つ
い
て
、

樹
木
医
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
昨
年
度
の
施
業
箇
所
や
緑

道
を
中
心
に
見
学
を
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
施
業
予
定
箇
所

①
あ
い
の
里
４
条
５
丁
目
南
側

の
北
公
園
北
側
緑
道

②
あ
い
の
里
３
条
２
丁
目
北
側

の
北
公
園
通
り

③
あ
い
の
里
循
環
通
り
４
条
２

丁
目
か
ら
３
丁
目
北
側

④
拓
北
８
条
１
丁
目
か
ら
２
丁

目
ま
で
の
茨
戸
福
移
通

⑤
拓
北
公
園
北
側
鉄
道
林
周
辺

⑥
あ
い
の
里
３
条
８
丁
目
き
つ

つ
き
公
園
か
ら
く
ま
げ
ら
公

園
の
間

４
月
に
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
に
着
任
し
た
田
中
で
す
。

早
い
も
の
で
着
任
５
カ
月
を

経
過
し
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆

様
に
は
い
つ
も
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
を
借
り

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
拓
北
・
あ
い
の
里
地
区

で
最
初
に
感
じ
た
こ
と
は
「
街

が
明
る
く
き
れ
い
」
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
町
内
会

を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
団

体
、
各
学
校
や
福
祉
施
設
、
そ

し
て
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様

方
が
「
こ
の
街
が
好
き
で
、
よ

り
住
み
よ
い
街
に
し
よ
う
」
と

の
想
い
が
強
く
、
そ
の
想
い
を

実
現
す
る
た
め
に
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
結
果
か

と
思
い
ま
す
。

私
も
縁
あ
っ
て
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
「
縁
」
を
大
切
に

し
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
皆
様
の
想
い
の
一
助
と
な

れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
第
一
回
の
単
位
町
内

会
長
会
議
が
７
月
22
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
、
地
区
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
連
町
役
員
を
含

め
、
37
町
内
会
か
ら
44
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

真
夏
日
に
迫
る
暑
さ
の
中
、

基
本
的
な
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

実
施
し
、
会
議
を
進
め
ま
し

た
。長

尾
会
長
の
挨
拶
で
は
、
５

月
20
日
の
総
会
と
そ
の
後
の
４

年
振
り
の
交
流
会
に
多
く
の
出

席
が
あ
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝

と
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と

ほ
ぼ
同
様
の
行
事
計
画
へ
戻
す

こ
と
、
福
祉
と
防
災
の
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力

の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
各
部
か
ら
今
後

の
活
動
計
画
の
紹
介
と
情
報
提

供
が
あ
り
ま
し
た
。

︻
各
部
等
か
ら
の
報
告
内
容
︼

㈠

柴
田
総
務
部
長
か
ら

①
今
後
の
会
議
・
行
事
等
日
程

②
福
祉
除
雪
協
力
員
募
集
の
協

力
依
頼

③
除
排
雪
に
関
す
る
意
見
要
望

の
提
出
依
頼

㈡

三
谷
広
報
部
長
か
ら

①
広
報
編
集
委
員
会
構
成

②
広
報
誌
発
行
計
画

㈢

五
十
嵐
社
会
部
長
か
ら

①
「
み
ん
な
で
歩
こ
う
会
」
の

地
区
セ
ン
タ
ー
共
催
開
催
の

予
定
と
内
容
の
紹
介

㈣

下
舘
福
祉
部
長
か
ら

①
町
内
会
ご
と
の
担
当
民
生
委

員
・
児
童
委
員
名
簿
の
配
付

に
関
す
る
説
明

㈤

木
村
環
境
部
長
か
ら

①
ゴ
ミ
処
理
出
前
講
座
及
び
ス

ケ
ル
ト
ン
型
ご
み
収
集
車
の

展
示
と
投
入
体
験
予
定

②
あ
い
の
里
西
公
園
周
辺
下
枝

払
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

㈥

新
田
防
災
部
長
か
ら

①
連
町
防
災
講
演
会
予
定

②
連
町
防
災
組
織
体
制
紹
介

㈦

梅
木
女
性
部
長
か
ら

①
第
一
回
単
町
女
性
部
長
会
議

等
の
報
告

㈧

田
中
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
所
長
か
ら

①
あ
い
の
里
北
公
園
と
拓
北
公

園
の
緊
急
貯
水
槽
の
現
地
説

明
会
の
予
定

②
７
月
１
日
現
在
の
当
地
区
の

条
丁
目
別
世
帯
数
・
人
口
と

昨
年
同
時
期
と
の
比
較
紹
介

︻
質
問
・
意
見
等
︼

報
告
の
後
、
町
内
会
長
か
ら

①
福
祉
除
雪
の
協
力
員
募
集
と

②
札
幌
市
地
域
活
動
保
険
の
補

償
内
容
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
総
務
部
と
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
所
長
が
回

答
し
、
数
名
の
会
長
か
ら
参
考

意
見
も
あ
り
、
一
時
間
強
の
会

議
を
終
え
ま
し
た
。
参
加
の
皆

様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ツアーの様子

長尾連町会長の挨拶

令
和
五
年
度

第
一
回
単
位
町
内
会
長
会
議
開
催

樹
林
見
学
ミ
ニ
ツ
ア
ー
と

　
　

今
年
度
の
伐
採
計
画

　
　
環
境
部
長

木
村　
　

聡

着
任
ご
挨
拶

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　

田
中　
　

斉
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去
る
６
月
21
日
（
水
）
札
幌

サ
ン
プ
ラ
ザ

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
に
て
、
永
年
に
わ
た
り

地
域
の
環
境
美
化
、
環
境
衛

生
、
ご
み
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
に
積
極
的
か
つ
継
続

的
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
の

永
年
の
功
績
を
称
す
る
と
と
も

に
「
ク
リ
ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ
」
の

実
現
に
向
け
た
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
に
実
践
し
て
き
た
個

人
と
し
て
、
拓
北
・
あ
い
の
里

地
区
か
ら
あ
い
の
里
４
条
３
丁

目
町
内
会
所
属

佐
藤
弘
次
様

が
対
象
と
な
り
、

表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
、

令
和
５
年
度
定
例

総
会
が
開
催
さ

れ
、
報
告
事
項
、

審
議
事
項
と
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
推
進

員
研
修
会
で
、
札

幌
市
環
境
保
全
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
石

塚
祐
江
様
の
「
元

気
な
う
ち
に
！
３

Ｒ
で
お
家
の
中
を

お
片
付
け
」
の
研

修
を
受
け
ま
し

た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
定
期
総
会
も
今

年
度
は
４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催

と
な
っ
た
。
総
会
に
は
、
11
の

町
内
会
か
ら
18
名
の
参
加
が
あ

り
、
報
告
事
項
・
議
案
事
項
と

も
に
承
認
・
賛
成
多
数
で
全
て

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

令
和
５
年
度
に
つ
い
て
も
、

・
連
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
拓

北
部
会
と
の
連
携
・
協
調

・
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
相
互

理
解
の
促
進

等
、
今
年
度
も
重
点
的
に
取
り

組
み
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見

極
め
つ
つ
各
町
内
会(

自
治
会)

活
動
の
情
報
交
流
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
本
会
の
基
本
方

針
『
地
域
町
内
会
相
互
の
連
携

と
協
調
及
び
安
心
と
活
力
あ
る

暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
づ
く
り

の
推
進
』
に
努
め
て
い
き
た
い
。

《
役
員
体
制
》

会　
　

長

大
坂

登

留
任

副
会
長

安
藤
昭
一

新
任

事
務
局
長

三
谷
英
男

留
任

事
務
局
次
長

下
舘
繁
良

留
任

会　
　

計

真
鍋
俊
彦

留
任

監　
　

査

新
田
義
廣

留
任

相
談
役

加
藤
明
男

留
任

令
和
５
年
度
あ
い
の
里
地
区

町
内
会
長
連
絡
協
議
会
定
期
総

会
が
７
月
29
日
午
後
６
時
か
ら

拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
セ
ン

タ
ー
２
階
集
会
室
で
、
出
席
17

町
内
会
、
委
任
状
提
出
11
町
内

会
で
、
４
年
ぶ
り
の
対
面
方
式

で
開
か
れ
た
。

昨
年
度
の
活
動
報
告
・
決
算

報
告
・
監
査
報
告
、
５
年
度
の

活
動
計
画
案
・
予
算
案
、
役
員

選
出
案
は
全
員
の
拍
手
で
、
承

認
・
賛
成
さ
れ
た
。

今
年
は
防
犯
の
た
め
の
街
路

灯
・
街
路
樹
点
検
を
単
位
町
内

会
毎
に
周
辺
の
幹
線
道
路
・
緑

道
・
公
園
・
水
路
等
を
対
象
に

行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

総
会
議
、
不
在
地
主
の
空
地

に
関
す
る
問
題
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

《
役
員
体
制
》
（
全
員
留
任
）

会　
　

長

渡
邉　
　

寛

副
会
長

佐
藤　
　

清

事
務
局
長

柴
田　
　

登

事
務
局
次
長
兼
会
計
担
当

　
　
　
　
　

鈴
木
日
出
夫

会
計
監
査

増
田　
　

弘

同　
　
　
　

斉
藤
和
歌
子

あ
い
の
里
連
協

令
和
５
年
度
総
会
報
告

清掃ボランティア活動実績者表彰

拓
北
地
域
町
内
会
連
絡
協
議
会

今
年
度
総
会
は
通
常
開
催
で

北
区
ク
リ
ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ

令
和
５
年
度
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
実
績
者
表
彰
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当
町
内
会
は
平
成
11
年
建

設
の
パ
レ
ス
会
館
を
所
有
し
て

お
り
、
学
習
塾
や
近
隣
の
町
内

会
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
昨

年
は
２
２
０
日
の
利
用
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
建
設
し
て

か
ら
24
年
が
経
過
し
て
い
る

こ
と
、
葬
儀
開
催
を
主
体
と

し
た
間
取
り
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
近
い
将
来
大
幅
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
と
の
認
識

で
そ
の
た
め
の
積
立
金
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て

は
、
使
用
目
的
を
明
確
に
費
用
対
効

果
を
し
っ
か
り
と
検
証
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
著
し
い
町
内
会
で
す

が
、
安
全
で
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域

と
す
べ
く
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
中
々
終
息
し

な
い
こ
と
か
ら
、
当
町
内
会
で

は
、感
染
対
策
に
留
意
し
な
が

ら
、屋
外
行
事
は
通
常
ど
お
り

実
施
し
、屋
内
行
事
は
人
数
を

制
限
し
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
季
節
毎
の
「
一
斉

清
掃
」、「
花
壇
手
入
れ
」、夏

の
「
み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
放
送
」

は
例
年
ど
お
り
実
施
し
、「
夏

祭
り
」
、「
忘
年
会
」
は
、
豪

華
な
景
品
を
用
意
し
て
、は
ず

れ
な
し
の
大
抽
選
会
を
実
施

し
ま
し
た
。い
ず
れ
も
飲
食
な
し
で

の
行
事
で
し
た
が
、
会
員
同
士
が
顔

を
合
わ
せ
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
久
し
振
り
の
再
会
に
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
、
お
互
い
の
健
康
を
気
遣
い

声
を
掛
け

合
っ
て
い
ま

し
た
。こ
の

よ
う
な
機

会
の
大
切

さ
を
改
め

て
感
じ
ま

し
た
。

拓
北
編

☆
拓
北
か
ら
は
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
「
ひ
ま
わ
り
連
合

自
治
会
創
立
50
周
年
記
念
第
28

回
拓
北
盆
ま
つ
り
」(

真
鍋
俊

彦
実
行
委
員
長)

の
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。

☆
ま
つ
り
前
に
は
篠
路
中
学
校

美
術
部
員
に
よ
る
作
品
を
紹
介

し
た
「
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
」
が

地
域
各
所
に
掲
示
さ
れ
、
太
鼓

の
練
習
や
実
行
委
員
会
各
部
で

そ
れ
ぞ
れ
の
準
備
を
行
い
、
ま

つ
り
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

☆
盆
ま
つ
り
は
８
月
５
・
６
日

に
行
わ
れ
、
拓
北
西
公
園
は
久

方
ぶ
り
の
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

☆
心
配
さ
れ
た
雨
も
大
事
に
至

ら
ず
、
子
ど
も
・
大
人
太
鼓

や
盆
踊
り
、
ス
テ
ー
ジ
上
や

フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
抽
選
会

等
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
‼

☆
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
企
画
・
運
営
さ
れ
た
拓
北

盆
ま
つ
り
。
拓
北
・
あ
い
の
里

連
合
町
内
会
や
拓
北
・
あ
い
の

里
地
区
セ
ン
タ
ー
及
び
11
協
賛

町
内
会(

自
治
会)

を
は
じ
め
、

ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多

く
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

☆
来
年
の
夏
も
ぜ
ひ
拓
北
西
公

園
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
‼

あ
い
の
里
編

「
サ
ッ
ポ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ゴ
・

ウ
イ
ン
ズ
」
は
《
藍
の
街
に
音

楽
の
風
を
》
の
フ
レ
ー
ズ
と
共

に
２
０
１
３
年
９
月
、
活
動
を

開
始
し
た
吹
奏
楽
団
で
す
。

「
拓
北
盆
ま
つ
り
」
「
ふ
る

さ
と
商
興
ま
つ
り
」
「
あ
い
あ

い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
と
い
っ
た
、

拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
演
奏
さ
せ
て
頂

き
、
地
元
に
貢
献
で
き
る
音
楽

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
以
降
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
活
動
休
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
12

月
に
開
催
し
た
「
ウ
イ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
久
々
に
、

大
勢
の
お
客
様
に
演
奏
を
お
聴

き
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
、
結
成
10
周
年
を
記

念
し
て
、
11
月
18
日(

土)

に
札

幌
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ち

え
り
あ
」
に
て
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
会
場
は
少
し
遠
い

で
す
が
、
拓
北
・
あ
い
の
里
地

区
の
皆
様
に
も
是
非
、
足
を
お

運
び
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

コロナに負けない～町内会の取り組み紹介　⑺

パ
レ
ス
会
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

～
拓
北
パ
レ
ス
町
内
会
～

大
抽
選
会
に
集
い
久
し
振
り
の
再
会
に
笑
顔
で
会
話
が
弾
む

～
あ
い
の
里
Ｃ
ス
テ
ー
ジ
町
内
会
～

平成11年建設のパレス会館

地 域 探 訪 ③ ～ 拓北・あいの里の「ひと・場所・コト」を訪ね、紹介するコーナー ～

夏祭り大抽選会

４年ぶりの拓北盆まつり
拓北盆まつり～賑わいの様子サッポロ・インディゴ・ウインズのメンバー
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令
和
５
年
３
月
13
日
よ
り
マ

ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
個
人

の
判
断
が
基
本
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
マ
ス
ク
を
外

し
た
い
つ
も
通
り
の
生
活
が
⋮

と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
３
年

ほ
ど
で
気
づ
か
な
い
う
ち
に
顔

の
た
る
み
が
助
長
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
多
く
の
方
が
気
付
か
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

「
ほ
う
れ
い
線
撃
退
！
顔
ヨ

ガ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
は
地
域
の

皆
様
の
関
心
を
多
く
集
め
、
定

員
10
名
の
と
こ
ろ
32
名
の
お
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
講
座
前
と
講

座
後
の
自
分
の
顔
を
自
撮
り
し

て
比
較
す
る
と
、
ほ
う
れ
い
線

だ
け
で
は
な
く
顔
の
血
色
が
良

く
な
っ
た
、
目
が
大
き
く
な
っ

た
等
顔
の
筋
肉
を
動
か
し
た
効

果
が
す
ぐ
に
実
感
で
き
た
よ
う

で
し
た
。

講
師
が
一
人
一
人
を
丁
寧
に

見
て
回
り
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
く
れ
た
こ
と
で
受
講

者
の
理
解
度
も
高
い
講
座
に
な

り
ま
し
た
。

令
和
５
年
６
月
25
日
、
南
米

の
音
楽
を
奏
で
る
ヤ
チ
シ
ン
コ

ス
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
、
観
客
は
50
名
を
超

え
る
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
曲
は
定
番
の

「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く
」

や
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
曲
、
陽
気

で
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
曲
な
ど
を

演
奏
し
ま
し
た
。
中
に
は
、
観

客
が
参
加
で
き
る
曲
も
あ
り
、

「
マ
ー
ム
」(

手)

、「
タ
コ
ス
」

(

足
）
の
発
声
に
み
ん
な
で
手

を
上
げ
、
足
踏
み
を
し
、
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

演
奏
後
、
ケ
ー
ナ
な
ど
南
米

楽
器
に
触
れ
る
時
間
が
あ
り
、

参
加
者
は
、
異
国
情
緒
溢
れ
る

時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

印
刷

旭
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

電
話

〇
一
一
―
六
六
六
―
四
〇
四
〇

大
阪
に
住
ん
で
い
た
時
、
JR

天
王
寺
駅
の
近
く
に
あ
る
古
い

お
寺
の
掲
示
板
に
「
縁
～
人
と

人
と
の
結
び
つ
き
」
と
記
さ
れ

て
あ
り
胸
に
響
き
ま
し
た
。

①
「
血
縁
」
～
親
、
兄
弟
の
つ

な
が
り

②
「
学
縁
」
～
学
校
、
同
窓
、

同
期
、
同
級
の
つ
な
が
り

③
「
地
縁
」
～
同
じ
地
域
に
住

む
人
と
の
つ
な
が
り

④
「
士
縁
」
～
同
じ
趣
味
、
趣

向
を
持
つ
同
士
の
つ
な
が
り

⑤
「
志
縁
」
～
同
じ
お
役
立
ち

の
志
を
持
っ
た
人
と
の
つ
な

が
り

町
内
会
活
動
や
地
域
の
お
祭

り
な
ど
様
々
な
行
事
も
、
今
年

か
ら
徐
々
に
機
会
が
増
え
て
、

よ
り
活
発
に
な
っ
て
行
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
是
非
と
も
積
極
的

に
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
「
地
縁
」
を
大
切
に

し
、
充
実
し
た
年
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
編
集
委
員
■

三
谷

英
男
︵
広
報
部
長
︶

大
坂　
　

登

木
村　
　

聡

田
中　
　

斉

吉
野

治
美

〇
８
月
26
日
︵
土
︶

北
清
掃
事
務
所
に
よ
る
出

前
講
座
＆
収
集
車
「
Ｇ
０
！
ミ

エ
ー
ル
号
」
の
展
示
・
積
み
込

み
体
験
を
拓
北
ひ
ま
わ
り
会
館

と
同
駐
車
場
で
行
い
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
第
81
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

〇
９
月
９
日
︵
土
︶

拓
北
・
あ
い
の
里
連
合
町
内

会
と
拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
セ

ン
タ
ー
が
共
催
す
る
「
み
ん
な

で
歩
こ
う
会
」
。
４
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
当
日
の
好

天
を
願
い
つ
つ
社
会
部
を
中
心

に
諸
準
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

秋
晴
れ
の
下
、
あ
い
の
里
緑
道

を
み
ん
な
で
歩
き
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

〇
10
月
15
日
︵
日
︶

拓
北
・
あ
い
の
里
連
合
町

内
会
主
催
の
「
防
災
講
演
会
」

が
拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
講
師
は

Ｕ
Ｈ
Ｂ
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の

気
象
予
報
士
・
防
災
士
菅
井
貴

子
氏
で
す
。
多
く
の
方
々
の
ご

来
場
を
期
待
し
、
防
災
部
を
中

心
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◦
講
座
紹
介

ほ
う
れ
い
線
撃
退
！

顔
ヨ
ガ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ヤ
チ
シ
ン
コ
ス
演
奏
会

編

集

後

記

編

集

後

記

拓
北
・
あ
い
の
里
連
合
町
内
会

行
事
の
報
告
＆
Ｐ
Ｒ

◦
地
域
交
流
事
業
紹
介

＊
拓
北
・
あ
い
の
里
地
区
セ
ン
タ
ー
か
ら
＊

演奏会場の様子




